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書
評

小
西
賢
吾 

著

『
四
川
チ
ベ
ッ
ト
の
宗
教
と
地
域
社
会

―
―
宗
教
復
興
後
を
生
き
ぬ
く
ボ
ン
教
徒
の

人
類
学
的
研
究
』

（
風
響
社
、
二
〇
一
五
年
）

長
野
泰
彦

本
書
は
「
宗
教
復
興
後
を
生
き
ぬ
く
ボ
ン
教
徒
の
人
類
学
的
研

究
」
と
い
う
副
題
の
つ
い
た
、
チ
ベ
ッ
ト
に
広
く
行
わ
れ
る
ポ
ン
教

と
そ
の
信
徒
集
団
に
関
す
る
モ
ノ
グ
ラ
フ
で
、
著
者
が
京
都
大
学
に

提
出
し
た
学
位
論
文
の
改
訂
版
で
あ
る
。
ポ
ン
教
と
聞
い
て
、
ど
こ

の
い
か
な
る
宗
教
か
を
直
ち
に
理
解
す
る
日
本
人
は
い
ま
だ
少
数
と

思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
チ
ベ
ッ
ト
に
仏
教
が
将
来
さ
れ
る
以
前
か
ら

存
在
し
て
い
た
宗
教
で
、
チ
ベ
ッ
ト
に
と
っ
て
基
幹
的
な
精
神
文
化

で
あ
る
。
仏
教
と
の
対
比
に
お
い
て
、
し
ば
し
ば
日
本
の
神
道
に
当

た
る
と
の
解
説
が
宗
教
学
の
概
説
や
百
科
事
典
に
散
見
さ
れ
る
が
、

そ
の
喩
え
は
適
切
で
な
い
。
む
し
ろ
修
験
道
に
当
た
る
と
い
う
の
が

評
者
の
私
見
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
後
述
す
る
が
、
チ
ベ
ッ
ト
の
精

神
文
化
を
貫
く
ポ
ン
教
と
そ
の
信
徒
集
団
に
か
か
わ
る
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
に
基
づ
く
論
考
が
、
我
が
国
の
研
究
者
に
よ
っ
て
書
か
れ
た

こ
と
は
画
期
的
で
あ
り
、
そ
の
上
梓
を
一
チ
ベ
ッ
ト
学
徒
と
し
て
素

直
に
喜
び
た
い
。

な
お
、
混
乱
を
避
け
る
た
め
、
評
者
の
使
う
「
ポ
ン
教
」
と
著
者

の
言
う
「
ボ
ン
教
」
と
い
う
呼
称
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
く
。
こ
の

宗
教
は
チ
ベ
ッ
ト
語
正
書
法
（
綴
字
）
で

と
書
か
れ
、
そ
の
ロ
ー

マ
字
表
記
はbon

で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
ロ
ー
マ
字
読
み
で
あ
る

「
ボ
ン
」
を
使
う
こ
と
が
岩
井
大
慧
以
来
行
わ
れ
て
き
た
よ
う
で
あ

る
が
、
現
代
チ
ベ
ッ
ト
語
で
は
方
言
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
発
音

は
﹇p

h
24

﹈（p

の
出
気
音+

前
舌
円
唇
半
狭
母
音+n

で
、
低
昇
型

の
声
調
）
で
あ
る
。
正
書
法bon

の
前
に
一
定
の
前
接
字
が
つ
か
な

い
か
ぎ
り
、b-

が
﹇b-

﹈
と
い
う
有
声
音
で
現
れ
る
こ
と
は
な
い
こ

と
か
ら
、
現
在
で
は
ポ
ン
と
表
記
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

ポ
ン
教
は
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
全
域
、
四
川
省
、
甘
粛
省
、
青
海

省
、
雲
南
省
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
南
麓
に
広
く
分
布
し
て
い
る
宗
教
で
、
仏

教
が
チ
ベ
ッ
ト
に
齎
さ
れ
、
政
権
と
結
び
つ
く
前
ま
で
は
そ
の
地
域

に
ド
ミ
ナ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
土
着
的
要
素
と
密
接
な
関
連
を
保
ち
な

が
ら
、
独
自
の
高
度
な
教
理
体
系
を
築
き
あ
げ
、
少
数
派
な
が
ら
今

も
宗
教
集
団
と
し
て
生
き
続
け
て
い
る
。
も
と
も
と
ポ
ン
教
は
西
チ

ベ
ッ
ト
の
シ
ャ
ン
シ
ュ
ン
国
（
漢
籍
で
は
女
國
）
で
行
わ
れ
て
い
た

葬
送
儀
礼
の
総
称
で
あ
り
、
ポ
ン
「
教
」
と
し
て
組
織
化
さ
れ
た
も
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の
で
は
な
か
っ
た
。
シ
ャ
ン
シ
ュ
ン
国
は
中
央
チ
ベ
ッ
ト
に
興
っ
た

新
興
勢
力
（
後
の
吐
蕃
王
国
）
と
の
間
で
母
方
交
叉
イ
ト
コ
婚
を
行

う
関
係
を
保
っ
て
い
た
が
、
新
興
勢
力
が
国
家
統
一
の
新
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
と
し
て
仏
教
を
採
用
す
る
に
及
ん
で
、
シ
ャ
ン
シ
ュ
ン
国
の
政

治
勢
力
と
宗
教
は
中
央
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
駆
逐
さ
れ
た
。
現
在
で
も
ポ

ン
教
寺
院
や
信
徒
集
団
が
四
川
省
西
部
な
ど
の
中
央
チ
ベ
ッ
ト
か
ら

見
た
周
辺
地
域
に
集
中
し
て
い
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。

し
か
し
、
九
世
紀
後
半
か
ら
起
こ
っ
た
仏
教
復
興
運
動
と
軌
を
一

に
し
て
、
ポ
ン
教
も
ま
た
新
た
な
形
で
再
編
成
さ
れ
、
教
理
も
仏
教

を
強
く
意
識
し
て
再
構
築
さ
れ
た
。「
人
々
を
悟
り
に
導
く
」
ゴ
ー

ル
は
仏
教
と
同
じ
だ
が
、
そ
こ
に
い
た
る
ル
ー
ト
と
手
法
は
仏
教
と

は
正
反
対
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
仏
教
の
教
義
と
論
理
を
深
く

理
解
し
た
上
で
逆
の
論
理
体
系
を
作
り
上
げ
た
わ
け
で
、
こ
の
理
解

力
と
執
拗
さ
に
は
驚
嘆
す
る
ほ
か
な
い
。
ま
た
、
土
着
的
要
素
を
も

積
極
的
に
併
呑
す
る
な
ど
、
論
理
構
築
の
過
程
で
覗
わ
れ
る
柔
軟
さ

も
特
筆
す
べ
き
も
の
で
、
私
が
「
ポ
ン
教
は
修
験
道
に
喩
え
ら
れ

る
」
と
言
っ
た
の
は
こ
の
態
度
を
指
し
て
い
る
。
ポ
ン
教
研
究
の
先

駆
者
の
一
人
、D

avid Snellgrove

（
も
と
ロ
ン
ド
ン
大
学
Ｓ
Ｏ
Ａ

Ｓ
教
授
）
も
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

“We are thus concerned not only w
ith pre-Buddhist 

T
ibetan religion, but w

ith T
ibetan religion regarded as 

one single cultural com
plex ..... Regarded in this w

ay, Bon 

m
ight indeed claim

 to be the true religion of T
ibet. 

A
ccepting everything, refusing nothing through the 

centuries, it is the one all-em
bracing form

 of T
ibetan 

religion

”（T
he N

ine W
ays of Bon, p. 13

）.

こ
の
よ
う
に
、
ポ
ン
教
は
さ
ま
ざ
ま
の
面
で
、
チ
ベ
ッ
ト
の
基
層

文
化
を
代
表
す
る
宗
教
で
あ
り
、
そ
の
地
域
を
理
解
す
る
う
え
で
不

可
欠
の
要
素
と
言
え
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
新
た
な
ポ
ン
教
の
組

織
化
の
中
心
と
な
っ
た
の
が
四
川
省
西
部
の
ギ
ャ
ロ
ン
と
本
書
が
扱

う
地
域
に
か
け
て
で
あ
っ
た
こ
と
も
興
味
深
い
。

で
は
、
ポ
ン
教
は
従
前
ど
の
よ
う
に
研
究
さ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う

か
？　

チ
ベ
ッ
ト
と
言
え
ば
仏
教
で
あ
り
、
文
献
や
図
像
資
料
の
豊

富
さ
は
圧
倒
的
で
あ
る
。
ま
た
、
仏
教
は
八
世
紀
以
来
長
く
ポ
ン
教

を
弾
圧
し
て
き
た
し
、「
ポ
ン
」
に
「
怪
し
げ
な
」「
い
か
が
わ
し
い
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
付
与
し
続
け
て
き
た
か
ら
、
人
々
の
関
心
が
ポ
ン

教
に
向
か
わ
な
か
っ
た
の
は
当
然
で
あ
る
。
我
が
国
の
チ
ベ
ッ
ト
学
も

仏
教
研
究
か
ら
始
ま
り
、
そ
れ
を
軸
に
展
開
し
て
き
た
か
ら
、
ポ
ン

教
研
究
は
皆
無
に
近
か
っ
た
。
寺
本
婉
雅
（
も
と
大
谷
大
学
教
授
）
が

ポ
ン
教
経
典
「
十
萬
白
龍
」
を
一
九
〇
六
年
に
翻
訳
・
発
表
し
て
い
る

の
は
例
外
に
属
す
る
。
こ
の
傾
向
は
世
界
的
に
も
同
様
で
、

H
offm

ann, Q
uellen zur G

eschichte der tibetischen Bon-
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R
eligion

（1950

）とN
ebesky, W

ojkow
itz, O

racles and D
em

ons 

of T
ibet

（1956

）
を
除
け
ば
、
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
こ
の

状
況
を
劇
的
に
変
え
た
の
が
上
述
のSnellgrove

で
、
一
九
五
九

年
の
チ
ベ
ッ
ト
動
乱
で
チ
ベ
ッ
ト
を
逃
れ
た
ポ
ン
教
学
僧
三
名
を
ロ

ン
ド
ン
大
学
に
招
聘
し
、
共
同
研
究
を
行
っ
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け

と
し
て
、
ポ
ン
教
の
チ
ベ
ッ
ト
文
化
に
お
け
る
位
置
づ
け
が
見
直
さ

れ
、
ポ
ン
教
文
献
を
用
い
た
種
々
の
分
野
で
の
研
究
が
急
速
に
進
展

し
た
。
評
者
が
主
宰
し
た
国
立
民
族
学
博
物
館
に
お
け
る
ポ
ン
教
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
こ
の
第
二
段
階
の
典
型
と
言
え
る
が
、
文
献
研

究
と
現
地
調
査
双
方
の
手
法
に
よ
り
、
基
本
的
に
仏
教
と
の
対
比
に

お
い
て
ポ
ン
教
の
歴
史
、
論
理
な
い
し
教
理
、
そ
こ
か
ら
派
生
す
る

図
像
や
儀
礼
を
解
明
す
る
こ
と
を
主
目
的
と
す
る
。
こ
の
研
究
傾
向

は
現
在
も
進
行
中
で
あ
る
し
、
今
後
も
推
進
さ
れ
る
べ
き
も
の
だ

が
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
中
国
内
で
の
調
査
研
究
が
あ
る
程
度
可
能

に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
第
三
段
階
と
し
て
現
地
調
査
に
基
づ
く
ポ

ン
教
と
地
域
社
会
の
構
造
や
宗
教
実
践
に
か
か
る
研
究
が
散
見
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
場
合
、
研
究
者
は
必
ず
し
も
ポ
ン
教
自
体

の
解
明
に
主
た
る
関
心
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
宗
教
（
実
践
）
と
社

会
と
の
一
般
的
関
連
に
力
点
を
置
い
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
書

を
ポ
ン
教
研
究
の
第
三
段
階
と
位
置
づ
け
て
書
評
す
る
こ
と
は
、

ひ
ょ
っ
と
す
る
と
著
者
の
本
意
に
沿
わ
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
、
こ
の
よ
う
な
一
般
性
の
高
い
研
究
は
第
二
段
階
的
研
究
の
狭

さ
を
是
正
し
、
よ
り
高
い
普
遍
性
を
指
し
示
し
て
く
れ
る
点
で
ポ
ン

教
そ
の
も
の
の
理
解
に
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
と
現
地
で
の
文

化
人
類
学
的
調
査
の
困
難
を
乗
り
越
え
た
こ
と
の
二
重
の
意
味
で
本

書
が
持
つ
価
値
は
高
い
。

本
書
は
、
Ⅰ
シ
ャ
ル
コ
ク
と
「
宗
教
」
の
か
た
ち
、
Ⅱ
改
革
開
放

以
降
の
ボ
ン
教
僧
院
、
Ⅲ
再
編
さ
れ
る
地
域
社
会
と
宗
教
の
役
割
、

の
三
部
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
第
Ⅰ
部
で
は
、
調
査
対
象
と
な
る
地

域
、
村
落
、
寺
院
、
人
々
の
生
業
な
ど
の
変
遷
を
概
観
し
た
上
、
ポ

ン
教
の
概
略
と
そ
の
地
域
的
特
性
、
地
域
社
会
共
同
体
の
核
と
し
て

の
寺
院
の
位
置
づ
け
が
語
ら
れ
る
。
第
Ⅱ
部
で
は
、
寺
院
の
建
造
物

を
含
む
活
動
基
盤
が
い
か
に
再
構
築
さ
れ
た
か
、
次
い
で
僧
侶
の
組

織
と
寺
院
に
お
け
る
教
育
の
仕
組
み
が
、
寺
院
の
持
つ
共
同
性
と
の

関
連
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
る
。
第
Ⅲ
部
で
は
、
宗
教
実
践
を
世
俗
の

人
々
の
立
場
か
ら
見
据
え
、
と
く
に
経
済
発
展
や
地
域
再
編
と
宗
教

と
の
連
関
を
い
く
つ
か
の
事
例
を
も
と
に
記
述
す
る
。

第
Ⅰ
部
で
は
、
ま
ず
調
査
地
の
人
々
と
そ
の
歴
史
、
お
よ
び
、
そ

こ
で
の
ポ
ン
教
の
輪
郭
が
手
際
よ
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
な
か

で
も
我
が
国
に
お
け
る
チ
ベ
ッ
ト
理
解
の
上
で
重
要
で
、
且
つ
、

我
々
が
見
落
と
し
が
ち
な
点
と
し
て
、
①
民
族
誌
的
チ
ベ
ッ
ト
と
政

治
的
チ
ベ
ッ
ト
の
区
別
、
な
ら
び
に
チ
ベ
ッ
ト
人
に
よ
る
伝
統
的
地
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域
区
分
と
中
国
行
政
区
画
の
ず
れ
、
②
調
査
地
に
お
け
る
生
業
と
経

済
の
変
遷
、
③
仏
教
側
か
ら
の
解
釈
と
し
て
ポ
ン
教
は
三
つ
の
発
展

段
階
を
経
て
現
在
の
ユ
ン
ド
ゥ
ン
・
ポ
ン
に
至
っ
た
と
さ
れ
る
が
、

現
状
に
お
い
て
も
な
お
、
そ
れ
と
は
無
関
係
の
ロ
ー
カ
ル
な
信
仰

（
土
地
神
や
聖
山
な
ど
）
が
密
接
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
、
を
指
摘

し
て
い
る
。
①
と
②
は
彼
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
在
処
に
か

か
わ
る
問
題
だ
が
、
事
柄
に
よ
っ
て
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
が
ず
れ

て
い
る
こ
と
が
珍
し
く
な
い
。
た
と
え
ば
言
語
に
つ
い
て
、
私
は
著

者
に
強
い
学
問
的
動
機
を
与
え
たSam

ten G. K
arm

ay

氏
の
言

葉
を
彼
が
東
洋
文
庫
に
招
聘
さ
れ
た
一
九
七
四
年
に
調
べ
た
こ
と
が

あ
る
。
本
人
は
ア
ム
ド
方
言
だ
と
い
う
が
、
語
彙
形
式
や
語
頭
が

resonant

で
あ
る
音
節
に
声
調
発
生
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
な
ど
、

明
ら
か
に
カ
ム
方
言
の
特
徴
を
示
す
。
著
者
は
こ
れ
ら
の
問
題
点
を

軸
に
調
査
地
域
で
の
ポ
ン
教
実
践
を
記
述
し
て
ゆ
く
。

第
Ⅱ
部
で
は
、
寺
院
の
建
造
物
を
含
む
活
動
基
盤
が
改
革
開
放
以

降
い
か
に
再
構
築
さ
れ
た
か
に
関
し
、
Ｓ
僧
院
に
お
け
る
具
体
的
な

歴
史
が
或
る
僧
侶
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
軸
に
展
開
す
る
。
次
い

で
僧
院
の
組
織
と
そ
こ
で
の
現
代
的
教
育
の
仕
組
み
が
、
僧
と
し
て

生
き
る
こ
と
の
意
味
と
寺
院
の
持
つ
共
同
性
と
の
関
連
に
お
い
て
論

じ
ら
れ
る
。
と
く
に
二
月
に
行
わ
れ
る
、
共
同
性
を
強
く
前
面
に
押

し
出
し
た
マ
テ
ィ
・
ド
チ
ェ
ン
儀
礼
の
記
述
は
こ
の
地
域
で
の
宗
教

と
村
落
の
連
携
を
映
す
も
の
と
し
て
有
益
で
あ
る
。
ま
た
、
二
〇
〇

九
年
に
つ
い
て
の
み
で
は
あ
る
が
、
寺
院
で
の
儀
礼
を
通
年
で
観
察

し
て
い
る
点
は
評
価
さ
れ
よ
う
。

第
Ⅲ
部
で
は
、
①
僧
院
を
中
心
と
し
て
い
る
が
、
担
い
手
は
俗
人

で
あ
る
「
ゴ
ン
ジ
ョ
」
と
い
う
ゾ
ク
チ
ェ
ン
（
大
究
竟
）
に
繋
が
る

儀
礼
・
修
行
、
②
チ
ョ
ル
テ
ン
（
供
養
塔
）
建
設
が
持
つ
多
重
的
意

味
の
記
述
と
考
察
が
示
さ
れ
た
う
え
、
結
論
と
し
て
の
終
章
へ
入

る
。
評
者
は
②
に
関
し
て
は
十
分
理
解
し
て
い
な
い
の
で
コ
メ
ン
ト

は
控
え
る
が
、
①
の
「
ゴ
ン
ジ
ョ
」
が
こ
れ
ほ
ど
の
規
模
で
再
興
さ

れ
た
例
は
な
く
、
ポ
ン
教
と
信
徒
集
団
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
貴

重
な
報
告
に
な
っ
て
い
る
。

第
Ⅱ
部
、
第
Ⅲ
部
を
通
じ
て
言
え
る
こ
と
だ
が
、
ア
ク
・
プ
ン

ツ
ォ
と
い
う
良
質
な
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
の
協
力
が
あ
っ
た
に
せ

よ
、
寺
院
の
内
部
に
か
か
わ
る
事
柄
、
と
く
に
布
施
を
含
む
経
済

的
・
経
営
的
な
数
字
や
（
人
口
を
含
む
）
統
計
な
ど
を
こ
こ
ま
で
具

体
的
に
明
る
み
に
出
し
た
業
績
は
な
い
。
評
者
もA

 Survey of 

B
onpo M

onasteries and T
em

ples in T
ibet and the 

H
im

alaya

（2003

）
を
編
纂
し
た
と
き
デ
ー
タ
を
集
め
る
の
に
最

も
苦
労
し
た
の
は
こ
の
点
で
あ
っ
た
。

以
上
述
べ
て
き
た
と
お
り
、
本
書
は
世
界
的
に
見
て
も
チ
ベ
ッ
ト

理
解
の
弱
点
で
あ
っ
た
ポ
ン
教
と
そ
の
信
徒
集
団
の
生
き
て
い
る
姿
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を
的
確
に
記
述
し
た
、
優
れ
た
民
族
誌
で
あ
り
、
チ
ベ
ッ
ト
学
に
と
っ

て
も
、
文
化
人
類
学
に
と
っ
て
も
、
地
域
研
究
に
と
っ
て
も
、
確
実

に
「
次
に
繋
が
る
」
研
究
で
あ
る
。
今
後
と
も
こ
の
種
の
研
究
が
著

者
を
は
じ
め
若
い
世
代
に
よ
っ
て
牽
引
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

◉
著
者
紹
介
◉

①
氏
名
…
…
長
野
泰
彦（
な
が
の
・
や
す
ひ
こ
）。

②
所
属
・
職
名
…
…
国
立
民
族
学
博
物
館
名
誉
教
授
。

③
生
年
・
出
身
地
…
…
一
九
四
六
年
、
埼
玉
県
。

④
専
門
分
野
・
地
域
…
…
チ
ベ
ッ
ト
・
ビ
ル
マ
歴
史
言
語
学
、
ギ
ャ
ロ
ン
語

の
記
述
研
究
。

⑤
学
歴
…
…
東
京
外
国
語
大
学
外
国
語
学
部
フ
ラ
ン
ス
語
学
科
卒
業（
一

九
六
九
年
）、
東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科（
宗
教
学
宗
教
史
学

専
攻
）修
士
課
程
修
了（
一
九
七
一
年
）、
同
博
士
課
程
中
退（
一
九
七
四

年
）、カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
言
語
学
部
大
学
院
修
了（
一
九
八
〇
年
）、

PhD

取
得（
一
九
八
三
年
）。

⑥
職
歴
…
…
東
洋
文
庫
研
究
員（
一
九
七
五
〜
七
七
年
）、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
大
学
東
洋
語
学
部
講
師（
チ
ベ
ッ
ト
語
）（
一
九
七
八
〜
八
〇
年
）、
国

立
民
族
学
博
物
館
助
手
・
助
教
授
・
教
授（
一
九
八
〇
〜
二
〇
一
一
年
）

人
間
文
化
研
究
機
構
理
事（
二
〇
〇
五
〜
〇
八
年
）、
総
合
研
究
大
学
院

大
学
理
事（
二
〇
一
一
〜
一
四
年
）。

⑦
現
地
滞
在
経
験
…
…
毎
年
五
カ
月
間
イ
ン
ド
南
部
の
チ
ベ
ッ
ト
人
難
民
コ

ロ
ニ
ー
で
チ
ベ
ッ
ト
語
方
言
調
査（
一
九
七
二
〜
七
四
年
）、
ネ
パ
ー
ル

北
部
で
チ
ベ
ッ
ト
語
方
言
調
査（
一
九
八
〇
〜
八
一
年
）、
国
立
民
族
学

博
物
館
任
官
以
来
、毎
年
数
カ
月
チ
ベ
ッ
ト
語
と
ギ
ャ
ロ
ン
語
の
調
査
。

⑧
研
究
手
法
…
…
基
本
的
に
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
に
つ
い
て
フ
ィ
ー
ル
ド

調
査
と
文
献
調
査
を
併
行
さ
せ
る
。

⑨
所
属
学
会
…
…
日
本
言
語
学
会
、
日
本
西
蔵（
チ
ベ
ッ
ト
）学
会（
二
〇
一

三
〜
一
六
年
度
会
長
）。

⑩
推
薦
図
書
…
…
Ｒ
・
Ａ
ス
タ
ン『
チ
ベ
ッ
ト
の
文
化
』（
山
口
瑞
鳳
・
定
方

晟
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
）。
Ｄ
・
ス
ネ
ル
グ
ロ
ー
ヴ
＆
Ｈ
・

リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン『
チ
ベ
ッ
ト
文
化
史
』（
奥
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直
司
訳
、
春
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社
、
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三
年
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野
泰
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立
川
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チ
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の
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語
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冬
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社
、
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九
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